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1． は じ め に

　各務原 市 は，岐 阜県の 最南部に 位置し木曽川を挟ん で

愛知 県 に接 して い る。地形的に み る と，濃尾平野 最奥部

に 位置 し ，市域 の 地 形 は 北 部 の 山地 帯 ，中 央 部 の 台 地

（各務 原 台地 ），東 西 端 と南 端 の 木 曽川 河 岸段 丘 で 構成 さ

れ 変化 に富む 。

　 山 地 帯の ，特に 鵜沼 と呼ばれ る東部域に は 農業用 水 を

確保
・
供給す るた め の貯 水 池 が 目立 つ （図

一 1）。な か

で も 翠 （よ し）池 は ，寛政 12年 （1800年） に 制作 さ れ

た 中 山道 分 間延 絵図に 記載が 見 ら れ る
1／。こ れ ら，谷 へ

集 ま る湧 水 を 堰 き止 め 地 形の 高低 差を 利 用 して 低位 部へ

水 を 供 給す る 仕組み は ，既 に 江 戸時 代 か ら始 ま って い た。

　本稿で 取 り上 げ る大 安寺池 （別 名は 新池） は，明治 2

年 （1869年） に 完 成 し た もの で ，工 事 の経緯 に つ い て

記 録 が 残さ れ て い る 事例で ある。本稿で は，貯水池 及 び

水路 工 事 の概要を 現況 調 査 して再 検 証 す る。ま た，土 木

工 事 を 必 須 と した地 域 の 土壌 の 特質を 分析 し，工 事 の 采

配 を振 っ た 田 宮如雲 の 狙 い に つ い て も考察す る。

2． 工 事の概要

各務原台地 は，江戸時代ま で 各務 野 と呼 ば れ た未開の

原野で あ っ た。幾度か の 開墾も試み られ た が，台地 を覆

う土壌 （黒ボ ク）の 酸性が 強 く農地 と して の 開拓 は思 う

よ うに 進展 しな か っ た。

　 近 代 に 入 る と，手つ か ず の 原野 を 利用 した 軍 部 の 大 砲

演習場が 整備 され るな ど本 格 的 な 開 発が 始 まった 。 各務

野 と い う地 名 は 各務 ヶ 原に 改 め られ，一
気 に 近代化 が進

ん だ 。 尾 張 藩の 農兵 隊に よ る鵜沼東部の 開発もそ の
一

つ

で ， 新政 府の 殖産興業政策を先取 りす る形で 行わ れ た も

の で あ る。

　 尾 張 藩 は，生 活 に 困 る多 くの 武t や 農民を 救うた め に ，
300名 ほ どの 隊 員 を募集 し て 鵜沼 で フ ラ ン ス 式 の 兵 式 訓

練 を 行 っ た。慶応 4 年 （1868年） に 作 られ た 隊の 名 を

草薙 （くさな ぎ）隊 と呼び，そ の 隊 長 は 尾 張藩の 家老 ，

ま た 同 藩北地 総 管所 （美濃太 田 ）の 代表で あ っ た 田宮如

雲 で あ る （図
一 2 ）。彼は，尾張藩主 徳 川慶勝 と幕末浮

沈 の 運命を 共 に し，そ の 藩主 へ の 捨 て 身 の 忠 誠 心 は 岩 倉

具視 や 西郷隆盛 ら も
一

目置 い た とい わ れ る実力者で あ る。

　草薙隊に は鵜沼の 人 た ち も参加した。如雲 は 訓練の 合

間に ， 各務野 に 水田 を作 ろ うと計画 し，中山 道太 田 宿本

陣 の 福 田 太郎八 に 命 じて 明治 2 年 （1869年） に 大安 寺

洞 に 貯水池 と して 大安寺池 を築 かせ ，完成 さ せ た。

　出宮 如雲 は，池 水 を利 用 した灌漑 水路 を，羽場
・
内野
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図
一1　 大安 寺池 と用 水路 の 模式 図2’
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一2　 田宮 如雲 の 肖像画
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と各 務原 （現在の 鵜沼 各務原町 ） に 向け て 掘 り，開田 し

た。しか し，水 路が 素掘 りだ っ た た め水 漏 れ が激 し く，

十 分に 通水で き な か っ た。また，林 を伐 り開 い た黒 ボ ク

土壌の 水 田 は 水 持 ち が 悪 く，こ の 事業 は 3 年 ほ どで 中

止 せ ざ る を 得な か っ た 。 さ らに如 雲 の 死 と も重 な っ て，

明治 4年 （1971年）の 廃藩 置 県 と と も に 草薙隊 も解散

する こ とに な っ た。解散 に あた り隊員 に野
一町 歩 と金 を

分 け 与 え た が，農耕を 嫌い 都市 に 出て 行 っ て し ま う者 が

多 く出 た と言 わ れ て い る 2｝・3〕。

3． 現地調査と検証

　現在 も大安寺池 は，農業 用 水 の 貯水 池 と して機能 して

い る （写 真
一 1 ）。池 の 周 囲は ，一

部 コ ン ク リ
ートで 補

強，素掘 りの ま ま，あ る い は 砂 岩の 割石 に よる 空 積 み の

箇所が 認 め ら れ る （写 真
一 2 ）。こ の 砂 岩 は 鵜沼石 と も

呼ば れ，地元で は 近世 に好ん で 用 い られ て い る こ と か ら，

空積み の 部分は初期工 事の もの と考 え られ る。

写真一1　 大安寺池の 全景

　記録上 で は，大安寺池の 面積 は 3町 4畝 14歩 と され

て い る。メ
ー1一ル 法 に 換算 して み る と，1町 ≒ 9917．36

m2 ，1畝 ≒ 99．17　mz ，歩 は坪 に 等 し く 1 坪 ≒ 3．31　m2 で

あ る か ら，大 安 寺池 の 記 録 上 の 面 積 は 約 30195m2 とな

る。筆者 らが，現況図 か らプ ラニ メー
タ
ー

で 計測 した池

の 上 場 面 積 は 約32　548　m2 で あ っ た の で ，後世 の 護岸工

事や 水位 の 変動 を 考慮す れ ば記録面積は正確だ と指摘 で

き る。貯 水 量 に つ い て は ，市農政課 の 台帳上は14万 5

千 t と さ れ る か ら，水 の 体積 は 145000m3 と して 池の

平 均 水 深 は 4．8m と い うこ と に な る 。

　大安寺池は ， そ の 名称の 由来とな っ た 臨済宗大安寺の

門前に 位置す る。こ の 寺は ， 室町時代の 美濃国守護，土

岐頼益に よ っ て 創建された。か つ て ，池の 位置 に は 大安

寺 の 参道が あ り，少数の 建物が 存在 した とい う。大 安寺

洞 と呼 ば れ た 谷 地 形 に灌 漑 用 の 溜 め 池 を造 るた め ，堰堤

は 池の 南東 に 築 か れ た （写 真一 3）。現 在 ，堰 堤 の す ぐ

外側は 黒七 が盛られ畑 に利用されて い る 。

　今回 の 調 査 で は，堰 堤 を 測量 して 断面 図 を作成 した

（写真
一 4 ，図

一3 ）。堰堤 の 高 さ は，外側 で8．8m ，内

側 で 7．7m を 測 る。池 底面 の 深 さ に つ い て は 実測 で きて

い な い が，上 述 の 算 出値 で あ る水 深 4．8m を 満水時 の 水

位 を基準 に 適用 して い る 。 法 面 の 角度 は 外側 の 1 ： 2．5

（21．5
°
） に 対し，内側 は 1 ： 1，7 （30．8

°
）とや や 急勾配

で あ る。堰堤を積んだ 土質 に つ い て は ， 北東端 の 道 路建

設 に よ っ て 掘 削 され た 断面 に シル ト質中細砂 を確認 した 。

　次 に，取水 経路 を平面 図 （図
一4） で検証す る。取水

口 は，堰 堤の 南西 寄 り に 位置 して い る。取水 口 に は 水 門

が 取 り付け られ，その 脇 に は オ
ーバ ー

フ ロ ー
時 の 余 水 吐

写 真一2　 大安寺 池の 石垣

醗
T

写真
一3　 外部 か ら見 た堰 堤

盛 土

0　　　　　　　　　　　　10m
一

図一3　 大安寺池堰堤の 断面測 量 図
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写 真
一4　 堰 堤 測 量 の 様 子 写真一5　取 水 冂 （奥 ） と余水 吐 （手前 ）

0 500m

写真一6　 旧取水 路 の 現 状

写 真一7　 余 水 吐 に接 続 す る取 水 路

図
一4　 大 安寺池 と新 旧 の 水路

が 開 口 して 並ぶ （写真
一 5）。 余水 吐 に つ い て は ， 当初

か らこ の 位 置 に あ っ た も の と推定 され る が，取水 口は後

世 に位 置 が変更され て い る。初期取水 口 は，堰堤の 南西

側 に あ る丘 陵 との 接 続 部 分 に位 置 し，現 在 も痕跡が よ く

残 る （写 真一6）。取 水後，堰堤 を降 りた 箇所 で ク ラ ン

ク して 余水吐 に接続 して い る （写 真
一 7）。

一
方 ，現 在

の取水 口は，余水 吐 の 反 対 側 （北 東 側 ） に取 り付け られ ，

取水 は 余水 吐 の下 を 潜 っ て斜 め に通 り，同 じ く写真
一 6

の ク ラン ク箇所 へ 通 じ表面 に 出 る。

　旧取 水 口 の 側 壁 は，コ ン ク リ
ー

トが 用 い られ て い る こ

とな ど か ら改 修 を 経 て い る こ と が 分 か る （写真
一 5 ）。

そ の 工 事歴 を推定 す る と，最低 ，以 下 の よ うな段階が考

40

え られ る 。   築造当初は 素掘 り と部分的 に砂岩の 割石 に

よ り空積み された 状態。  コ ン ク リ
ー

トで 側壁 の 補強 が

行わ れ る。そ の 素材 か ら大 正 期 と推 定 され る。  昭和期

ま で に 取 水 口 が 余 水 吐 の 反 対側へ 付け 替 え られ る。お そ

ら く， こ の 時に 堰堤の 改修も施され た と思わ れ る。

　水路を ド流へ た どる と，現在は 大安寺川 へ 接 続 して い

る。用水の 供給先は，鵜沼 東町 な ど川 の 下 流域 に位置す

る水 田 で，そ の 受 益 面 積は 55ha だ とい う。護岸工 事 さ

れ た 小 河 川 は，そ の もの が 巨 大な 灌漑水 路の 機能 を成 し，

下流 の 水門に よ っ て 末端へ の 供給量 が 調整され て い る 。

　 旧 水 路は，山裾 に 沿 っ て 大き く蛇行しなが ら供給先で

あ る 南西方向の 羽場，内野，各務原へ 向か っ て い る。水

路 は，殆 どの 箇所 で 削平さ れ 残存 して い な い が，白山 神

社の南東部で は コ ン ク リートで補強されて い るもの の，

当時 の 面 影 を残 す。ま た，水路跡 を た どる こ との で き る

最 後の 箇所 で は，住宅団地 の 間際 に辛 うじて 溝状 の 痕跡

を観察 す る こ とが で き る 。 地元住人は，こ の場所 を 指 し

て
“

田宮溝
”

と語 り伝 え て い る。
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写真一8　 上壌 サ ン プル の pH 値 計測 の 様 ∫

　 各務原台地 に おけ る 農耕 に つ い て は，E述 の 通 り土 壌

の 性 質 か ら困 難 を極 め て い た。近 代 を迎 え，こ の 課 題 は

即 座 に 取 り組 まれ た の で あ っ た。

　今回，実際 に台地 の 土 壌 が ど れ ほ どの酸性 な の か，サ

ン プル を得て 計 測 した （写真一 8）。 市 内鵜沼 朝 日町地

内に お い て 台地 の 土 壌 を表層 か ら順 に サ ン プ リ ン グ し，

pH 値 を 計測 した （HANNA 　HI9813 を 使用 ）。そ の 結 果，

1 層 （黒 ボ ク ） は 4．6，且層 （褐 色 上 ） は4．6，皿 層 （黄

褐 色 土 ）は 4．9 とい う強酸性 の 値 を 示 した 。 1層 （黒 ボ

ク ）は Ir層 と と もに 有機質 に 富む が 火山灰性 の 土壌 で あ

る。先の 更新世に 堆積 した 皿層 と同様，あ る い は そ れ 以

上 に 酸 性 を 帯び て い る こ とが 分か っ た。や は り，各務原

台地 の 土壌 は 総 じ て 酸性が 強 く，農耕 に は 不 適切 で ある。

4．　 田宮如雲の造池碑の 記述に つ い て

　 大安寺川の 西畔 に は ， 彼 の 偉業 を 称 え 建立 さ れ た 明

治
・
大正 ・

平成時代 の 石碑が 存在 す る （写真
一 9 ）。最

も古い もの は 明 治 10年 （1877年）4 月 の もの で，「贈従

四 位 　桂 園田 宮 如 雲 先 生 記 念之 碑」 と彫 られ て い る。裏

面 に は先 に 見た工 事の 由 緒が，台座 に は 建立 関係者の 氏

名 が 記 さ れ て い る。こ の 記念碑 は ，明 治 10年 に 田 宮如

雲 を仰慕す る草薙隊 関 係 者 に よ り開 田 した 内 野地 内 に建

立 さ れ た もの で あ るが，そ の 後の 土 地 改良 との 関 わ りで

昭 和54年 4 月，か つ て 草薙隊が 造成 し た 大安寺池 の 西

畔 へ 移 転 して 再 建 立 さ れ た もの で あ る。

　 も う
一

つ の 昭 和 28年に建立 さ れ た 石 碑 に は ，旧 鵜沼

町長 の 名 で 次の 通 り重要 な 事実が 書 き留め られ て い る 。

　 「…　 貯水池は元隊員 よ り金 六 百圓 に て 東沖関係者 に

譲渡せ られ，越 え て 明 治十 九年 西 沖側は 金三 百 圓 を提供

し，分 水 量 を半 々 と定 め共 同使 用 の 契約 成 立 せ り，明 治

廿 四 年 大 震 災堤 防 決 潰 の 改築 並 に 大 正 七 年以 来 再 度 の 立

樋改修堤防嵩置等 に て ，創設 當時の 數倍の 水 量 を 有す る

一
大貯水池 とし て実 に本 町 の生命 と も称 す るに 至 りぬ，

是 実 に 田宮如 雲 翁 を初 め歴 代 水利 委員の 功績 の 賜 に して

郷 土 史に特筆す べ き事蹟 と謂 うべ きな り。昭和廿八 年
一

月新池水 利委員は 尓来東西 両 沖 は 従来 の 分 水契約 を 尊重

す る 付帯条件 に て 町 移管 を 申請せ る を 以 て，町議 会は 之

を 承認 せ り，茲 に於 て新池 は早魃 の 程 度 に適応 して ， 灌

漑 せ られ ， 増産 に 裨益す る処 蓋甚大 と謂 うべ し茲 に 郷党

此 の 偉業を讃 え建碑の 匹 を竣工 其 の 由来を識す。昭和二

八年五月 鵜沼町長 栗木謙二 撰 華州書 （部分抜粋）」
4〕
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写真
．−9　 田 宮如雲の 功績を 称え る石碑詳

　す な わ ち，貯水 池 が現 在 の 鵜沼 東 町 と鵜沼西 町 へ 金 銭

譲渡 され た 後，旧鵜沼 町 に 移 管 さ れ た経緯 と と もに ，明

治24年 の 濃尾大震災で 堰堤 が決壊 した こ と が 知 ら れ る。

そ の 後，大 正 7年か ら始 ま っ た 工 事 で 取 水 口 の 改修 ・

堰堤の 嵩上 げ が 行わ れ 創建時の 数倍 の 水量 を有 す る貯水

池 とな っ た こ と も記されて い る。こ の石 碑の 銘文 は，我

々 が 現 地 調 査 で 得た 1：事 経 緯 の 所 見 を裏 付 け る重 要 な資

料 で あ る。

5． ま　と　め

　近代 とは 白 っ て も，初期 には 品 種や 土壌の 改 良 は期 待

で きな か っ た。近世 に は 秣 （ま ぐ さ）の 栽培 し か 行 え な

か っ た 土地 に ，田 宮如雲は 水 田を 開 こ う とした 。当然 ，

台地 の 強酸性 土壌 は 水 稲栽培に も向い て い な か っ た が ，

如雲 は 代掻 き （田 植の 前に 水田 に 水 を 入れ て 土 塊 を砕 く

作業） と湛水を繰 り返す こ とで ，水 田土 壌 を還元状態 に

し上壌を中性 に近 づ け て い くこ とや，現代の よ うに石 灰

や 灰等 の 散布に よ る中 和を 狙 っ て い た の か も しれ な い
。

近 代 開発 の 気運 に 乗 っ た 大 きな 挑戦で あ っ た と言 え よ う。

　惜 し く も各務野 の 開田 は 中断 し た が，大安寺池の 水は，

有効利 用 目的 で鵜沼 南町 ・鵜沼 東町 ・鵜沼 西 町 が 水 利 権

を得 た 。 池 と水路 は 改修 を 重 ね，今 もな お 下 位 の 水 田 に

利 用 さ れ て い る。石 碑に 残 さ れ た 旧 鵜沼町 長の 言 葉を 借

り れ ば，田宮如雲 が造 っ た 大安寺池は 「実 に 本町 の 生命」

で あ り，「早 魃の 程 度に 適応 して ，灌漑 せ られ ，増産 に

裨益 す る処 蓋 甚大 」 と評価 さ れ た よ うに，後の 時代 に大

き く貢献 して い る。

　 田宮如雲 の 努力は，もう
一

歩 の とこ ろで 完成に 漕ぎ着

け な か っ た も の の ，現代 に活 か せ る 貯水 池を 築い た 功績

は 高 く評 価 で き る 。
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